
「日本歴代最高気温を大幅更新」「月平均気温も 1898年の統計開始以降最高」 

などの言葉をニュース等でよく耳にしましたが、今年も暑い夏でした。暑さ対 

策を講じながら、安全第一にスポーツ活動に取り組まれたことと思います。 

一方、「暑さ寒さも彼岸まで」という言葉が示すと 

おり、「秋分の日」になると、暑さも収まり、過ごし 

やすい気候になっていくといわれています。「秋分の 

日」を境に、太陽が出ている日中の時間が短くなるこ 

とからそう言われているようですが、確実に季節は移 

っているように感じます。 

いよいよ待ち望んでいたスポーツの秋の到来です。まず、私たちを楽しませ 

てくれたのは、「見るスポーツ」ではなかったでしょうか。「世界バレー」や 

「世界陸上」がテレビで放映され、日本選手の応援にも力が入り、その活躍に 

感動された方も多いのではないでしょうか。これからの活動しやすい気候のも 

とで、「するスポーツ」もしっかり楽しんでいきたいものです。 

 

 

 

 

８月 23・24日に、YMfg維新セミナーパークにて、標記の研修会が開催され 

ました。総合型クラブ関係者や市町担当者、スポーツ推進委員や総合型クラブ 

に興味のある方など、両日で約 30名の参加がありました。 

１日目は、広島経済大学の 

松本教授と渡辺准教授を講師 

に迎え、「地域スポーツクラブ 

とは」「地域スポーツクラブの 

現状」「クラブのつくり方」に 

ついて講義をしていただきま 

した。事例発表では、コミュ 

ニティクラブ東亜（下関市） 

と NPO 法人コミュニティスポーツくすのき（宇部市）から、立ち上げて 20 年 

以上経ったクラブの現状や課題等について発表がありました。総合型クラブだ 

けではなく、多くの組織・団体が課題としている後継者の不足・育成の課題が挙げられました。 

２日目は、「クラブマネジャーの役割」「クラブの運営」

について、大分大学の谷口教授と至誠館大学の福田教授に

講義をしていただきました。谷口教授の講義では、クラブ

育成・運営に対する懸念点や不安、総合型クラブの社会的

意味、部活動地域展開に対しての学校や教育行政との関係

性についてのグループワークが行われ、それぞれの立場

で、さまざまな意見が出ていました。 

講習会の最後に行われた資格取得者向けの検定試験には、6名が受検され、全員合格されまし

た。受検者の方は、準備中クラブの方をはじめ、これから総合型クラブに関わる可能性のある方

達です。設立するまでにどのような取り組みが必要なのか、どのような総合型クラブを目指すの

か等、考える機会になったのではないかと思います。 
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９月７日（日）に、山口南総合センターにて、標記の研修会を開催しました。本年度の研修会は、

指導面と安全管理面で専門性の高い講師の先生を２名お招きし、講演形式としました。スポーツ少

年団関係者や総合型クラブ関係者、地域スポーツクラブ関係者等 43 名もの参加があり、本年度で

３回目を迎える研修会ですが、一番多い人数での開催となりました。 

 講演１は、日本スポーツ協会スポーツ科学研究室か

ら 青野 博 室長をお迎えし「ジュニアスポーツの意

義と可能性〜実践と評価に関するノウハウ〜」と題し

てお話をいただきました。「子どもにとっての身体活動

の意義」「子どもの発達特性」「より良い指導につなが

るスキル」「ＡＣＰ（アクティブ・チャイルド・プログ

ラム）のすすめ」の大きく４つの内容を、指導や評価

法を中心に指導者や子どもの立場から具体的に説明さ

れました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

講演２は、周南公立大学人間健康科学部スポーツ健康科学科から 佐野村 学 教授をお迎えし 

「スポーツ活動における安全・健康管理とコンディショニング」と題してお話をいただきました。

佐野村教授は、日本スポーツ協会公認アスレテ

ィックトレーナーとしても各方面でご講演をさ

れており、「スポーツ現場における安全・健康管

理の必要性」「リスクマネジメントとクライシス

マネジメント」「暑熱環境と熱中症」「スポーツ現

場における熱中症予防の取組」「熱中症に対する

身体冷却の考え方」の５つの内容を、最新の情報

を交えて説明されました。 

 

 

 

 

 

 

 

今回参加された方々の講演に対する評価はとても高く、「スポーツ指導者として必要な最新の知

識や技術を学び、さらなる資質向上や実践力を高める」という本研修会の目的を達成できたのでは

ないかと思います。 

 

参加者のアンケートから（一部抜粋） 

〇お話の中で、実践・評価の仕方について詳しい例を挙げておられたので、とてもためになった。何の

ためのスポーツなのかを理解できた。 

〇見方を変えることで子どもたちの多方面での見方が変わり、成長に繋がる指導や「できた！楽しい」

と思えるきっかけにもなると思った。 

〇やらされる練習から目的意識をもった練習へ変革するには、ＡＣＰのプログラムが大きく役立つと考

えられるようになった。 

参加者のアンケートから（一部抜粋） 

〇子どもたちに指導する際に、安全管理はとても大切で、リスクマネジメントは子どもの命を守るため 

に必要だと思った。特に熱中症は、このご時世、気を付けなければいけないと感じた。熱中症対策も 

新しい知識が知れてよかった。新しい情報をしっかり更新していきたい。 

〇屋外競技のため、熱中症について、練習の判断基準と暑熱順化は大変参考になった。 

〇ＷＢＧＴの記録を、これから残すようにしていきたい。 



「総合型地域スポーツクラブ連携促進事業」の開催はじまる！ 

昨年度まで「地域スポーツフェスタ」という名称で、県内７地域で開催されていた事業は、本

年度から「総合型地域スポーツクラブ連携促進事業」に名称が変わり、希望する地域連絡協議会

や市町連絡協議会等が実施主体として開催することとなりました。 

 本年度「総合型地域スポーツクラブ連携促進事業」の開催は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早速、２地域が開催を終えましたので、その様子をお伝えします。 

 

 

８月 16日（土）・17日（日）の２日間、長門市内の４つのクラブが連携して、「長門スポーツ 

フェスタ 2025」と題して開催しました。 

16 日は、長門高校を会場に「ニュースポーツ教室」、ルネッ

サながとを会場に「卓球大会」が行われました。「ニュースポ

ーツ教室」では、ニチレクボールとエスキーテニスが紹介さ

れました。ルール説明の後に、チームを作って交流戦が行わ

れ、約 45名が歓声をあげながら楽しんでいました。「卓球大

会」は、約 30名の参加がありました。今年は部活動の地域展

開の関係で、地域クラブに所属している中学生も参加し、幅

広い年齢の方が試合を通して交流を深めていました。真夏の

開催でしたが、冷房の効いた会場であっため、大変快適な大

会になっていました。 

17 日は、元サントリーの監督の山村宏太氏と元サントリー

の選手の鈴木寛史氏を講師に迎え、長門高校を会場に「バレ

ーボール教室」

が行われまし

た。市内はもとより、県内各地から訪れた約 120 名

の男子中学生や高校生が、熱心に講師の指導を受け

ていました。事業終了後の午後からは、参加者有志に

よる交流試合も行われ、暑い体育館の中で、終日バレ

ーボールで汗を流していました。 

 

開催地 主 催 期 日 主な実施予定内容 

長門市 長門市連絡協議会 
８月 16 日（土） 

８月 17 日（日） 

エスキーテニス・ニチレクボール体験、 

卓球大会、バレーボール教室 

山口市 県央地域連絡協議会 ９月 23 日（火・祝） アーチェリー教室 

岩国市 岩国市連絡協議会 10 月 ４日（土） 
モルック ・ピックルボール ・カローリング ・ 

顔ヨガ体験、勉強会「部活動地域展開」 

萩 市 萩市連絡協議会 10 月 ５日（日） グラウンド・ゴルフ大会、モルック体験 

下関市 下関市連絡協議会 10 月 19 日（日） 
グラウンド・ゴルフ大会、モルック大会 

サッカー教室及び大会、走り方教室 等 

宇部市 厚狭地域連絡協議会 10 月 26 日（日） 講演・実技「体にやさしい歩き方」 

長門地域 



総合型クラブ未来カフェ  
 

台風の発生により延期となっていましたが、例年 1月下旬頃に行っている第 2回創設・育成研修会

と兼ねて実施いたします。 

 

日時：2026年 1月下旬 PM 【23日（金）または 30日（金）で調整中】 

場所：山口市内 

 講師：神戸親和大学 松田雅彦教授 

 内容：講演・グループワーク 

 

9月 23日（火・祝）に県央地域総合型クラブ連絡協議会主催の「ファミリーアーチェリー教室」

が開催されました。今回は個人での申込ではなく、ファミリーや友人等の２、３名のグループでの

申込としました。過去数年のイベントでは参加者を集めることに苦労していましたが、チラシ配布

数を多くしたことや、開催時期、体験時間等が要因と思わ

れますが、すぐに定員に達したようです。 

アーチェリー教室は、安全にアーチェリーをするための

ルールや構え・射ち方の説明、講師のデモンストレーショ

ン、的を狙ってアーチェリー体験、グループで協力して風

船割に挑戦という流れで行われました。 

安全面の考慮が必要な種目なので、参加者に対し、シュ

ーティングラインまで矢は取り出さない、矢取りは全員

が射ち終わってからみんなで取りに行く等、注意点をし

っかり説明されていました。山口県出身で日本代表の北

村優衣選手によるデモンストレーションでは、リカーブ

ボウ、コンパウンドボウ、ベアボウという３種類の弓を使

用して、実際に射るところを見せていただきました。50 メートル先の的に付けた風船が見事に割

れた際には拍手が沸き起こりました。体験では、指導者

に教わりながら 10 メートル先の的を狙い、狙ったとこ

ろに矢が飛ばない難しさを感じたり、的に当たったと

きの喜びを感じたりと楽しんでいる様子がうかがえま

した。最後に行われたグループでの風船割りでは、どの

風船を狙うかを宣言し、実際に割れると歓声があがっ

ていました。 

参加者からは楽しかったという声が多くあり、なか

なか体験できない種目をファミリーで参加できた点もよかったようです。きっとイベント後には、

親子でアーチェリーの会話が弾んだことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

央部生涯スポーツ推進センター（山口県スポーツ協会） 

TEL  083‐933‐4697     FAX  083-933-4699 

県央地域 

クラブアドバイザーは、スポーツ振興くじ
（toto）助成を受けて活動しています。 


